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４. Femoroacetabular impingement の１例
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９. Microvascular research center protocol 修了生
の切断指再接着術
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13. 胸腔鏡下肺生検で診断された Pulmonary Tumor 
Thrombotic Microangiopathy (PTTM) の１例
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　持続する咳嗽に対して，画像上びまん性肺疾患を疑い胸
腔鏡下肺部分切除による肺生検を施行した．病理所見では，
多数の肺動脈内に signet ring cell 状の adenocarcinoma の
腫瘍塞栓と，内膜肥厚による内腔の狭窄をきたしていた．
腫瘍細胞の免疫染色より消化管由来の悪性腫瘍による 
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18. イレウスを契機に発見された腸間膜 desmoid 
tumor の一例
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19. 著明な腹腔内 free air をきたした子宮穿孔の一例
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に著明な free air を認め腸管穿孔疑いにて緊急開腹術施行
した．手術所見では腸管損傷はなく，子宮表面に小孔があ
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　症例は84歳，男性で，右側腹部痛にて受診された．血液






22. 巨大 GIST の一切除例
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　食道癌は大部分が扁平上皮癌であり，食道類基底細胞癌
は食道原発悪性腫瘍の中では稀な疾患である．生物学的悪
性度は高いと言われるが組織学的性質や臨床的特性には不
明な点が多い．進行癌では予後不良であるという報告が多
いが，表在癌では通常の食道扁平上皮癌とほぼ同等の予後
であるとする報告も見られる．今回，当科で経験した食道
類基底細胞癌の切除症例を報告するとともに，若干の文献
的考察を加えて検討する．

